
第
１

回
審
議

会
で
各
委

員
か
ら
出

さ
れ
た
意

見
等
 

  
 

あ
ら

ゆ
る

施
策
の

持
続
可

能
性
 

（
第

2
回

～
第

3
回

）
 

資
産

活
用

・
負
債

の
圧

縮
 

（
第

4
回

or
第

5
回

）
 

行
政

の
仕

事
の

あ
り

方
の

見
直

し
と

効
率

的
な

執
行

体
制

の
確

立
 

（
第

4
回

or
第

5
回

）
 

税
収

構
造

改
革
，

大
都
市

に
見

合
っ

た
財

源
確
保

（
第

6
回

）
 

そ
の

他
 

安
保

委
員
 

★
 
人

口
動

態
，

人
口

の
推

移
が

分
か

る
資

料
 

★
 
見

直
し

を
行

っ
た

場
合

，
市

民
生

活
が

ど
う

な
る

の
か

と
い

う
観

点
か

ら
の

資
料

 
★
 
事

例
と

し
て

挙
げ

ら
れ

て
い

る
事
業
(敬

老
乗

車
証

等
)の

相
互

補
完

関
係

に
あ

る
事

業
の

状
況

 

 
 

★
 
京

都
市

が
市

政
運

営
に

あ
た

っ
て

観
光

を
ど

の
よ

う
に

捉
え

て
い

る
か

が
分

か
る

資
料

 
 

上
村

委
員
 

〇
 
様

々
な

課
題

は
あ

る
と

思
う

が
，

地
下

鉄
、

上
下

水
道

へ
の

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

運
営

権
の

売
却

）
な

ど
大

胆
な

民
営

化
の

検
討

を
進

め
る

べ
き

 

 
 

 

〇
 
新

型
コ

ロ
ナ

を
踏

ま
え

た
財

政
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
 

〇
 
財

政
健

全
化

の
た

め
に

は
，

資
料

1
1
に

記
載

し
て

い
る

よ
う

な
改

革
は

す
べ

て
や

る
べ

き
 

○
 
資

産
活

用
の

議
論

と
民

営
化

の
議

論
は

一
体

的
に

行
う

べ
き

 

川
﨑

委
員
 

○
 
水

道
法

の
改

正
に

よ
り

，
水

道
事

業
に

つ
い

て
も

民
営

化
は

可
能

に
な

っ
て

い
る

が
，

海
外

で
も

成
功

・
失

敗
が

様
々

あ
る

中
で

，
ど

こ
ま

で
先

駆
的

に
民

営
化

の
風

呂
敷

を
広

げ
る

か
 

★
 
水

道
・

下
水

道
へ

の
繰

出
金

が
他

都
市

よ
り

高
い

理
由

 

 
★
 
人

件
費

・
職

員
数

が
他

都
市

よ
り

多
い

理
由

 

○
 
市

南
部

の
本

格
的

な
開

発
に

よ
る

職
住

近
接

型
で

足
腰

の
強

い
製

造
業

を
中

心
と

す
る

都
市

構
造

の
構

築
が

必
要

 

 

小
西

会
長
 

★
 
京

都
市

の
財

政
状

況
が

悪
化

し
た

要
因

が
直

感
的

に
分

か
る

資
料
 

★
 
今

後
，

必
要

と
な

る
行

財
政

改
革

の
規

模
感

が
分

か
る

資
料

 

 
 

 
○
 
市

の
財

政
は

慢
性

疾
患

。
特

効
薬

は
な

く
，

様
々

な
改

革
を

組
み

合
わ

せ
な

い
と

解
決

し
な

い
。

 

齋
藤

委
員
 

 

★
 
特

定
目

的
基

金
の

状
況

 
★
 
老

朽
化

対
策

の
議

論
の

前
提

と
な

る
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

総
合

管
理

計
画

と
個

別
の

分
野

別
計

画
 

★
 
人

件
費

・
職

員
数

が
他

都
市

よ
り

多
い

理
由

 

★
 
京

都
市
は

1
8
歳

～
22

歳
の

人
口

が
他

都
市

よ
り

多
く
，

23
歳

以
降

の
人

口
は

少
な

い
の

か
ど

う
か
 

 

中
村

委
員
 

 
〇
 
京

都
の

ブ
ラ

ン
ド

を
生

か
し

た
民

間
資

金
の

更
な

る
獲

得
に

向
け

た
検

討
 

〇
 
職

員
数

は
率

直
に

多
い

と
感

じ
る

。
窓

口
業

務
を

は
じ

め
，

削
減

が
可

能
で

は
な

い
か

 

○
 
地

方
交

付
税

の
確

保
に

向
け

た
国

へ
の

要
望

 
○
 
景

観
保

持
の

効
果

が
低

い
地

域
で

の
高

さ
制

限
の

緩
和

 
 
（

京
都

市
南

部
地

域
）

 

 

資
料
２
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あ
ら

ゆ
る

施
策
の

持
続
可

能
性
 

（
第

2
回

～
第

3
回

）
 

資
産

活
用

・
負
債

の
圧

縮
 

（
第

4
回

or
第

5
回

）
 

行
政

の
仕

事
の

あ
り

方
の

見
直

し
と

効
率

的
な

執
行

体
制

の
確

立
 

（
第

4
回

or
第

5
回

）
 

税
収

構
造

改
革
，

大
都
市

に
見

合
っ

た
財

源
確
保

（
第

6
回

）
 

そ
の

他
 

宗
田

委
員
 

○
 
持

続
可

能
性

の
検

証
に

は
，

よ
り

合
理

的
で

コ
ス

ト
バ

フ
ォ

ー
マ

ン
の

高
い

事
業

の
構

築
と

い
う

観
点

も
非

常
に

重
要

 

○
 
土

地
・

建
物

等
の

公
有

財
産

の
管

理
と

，
民

営
化

等
の

民
間

活
力

の
活

用
は

並
行

し
て

議
論

す
べ

き
 

★
 
市

の
保

有
資

産
の

台
帳

リ
ス

ト
 

 

○
 
率

先
し

て
観

光
を

税
収

増
に

つ
な

げ
る

道
を

探
っ

て
い

く
こ

と
が

京
都

市
の

課
題

 
○
 
イ

タ
リ

ア
・

フ
ラ

ン
ス

の
よ

う
な

中
小

事
業

者
が

潤
う

仕
組

み
は

必
要

 
○
 
固

定
資

産
税

の
増

収
に

は
，

都
心

の
地

価
が

上
手

く
上

が
る

よ
う

な
都

市
開

発
の

戦
略

が
必

要
 

○
 
京

都
の

ブ
ラ

ン
ド

を
活

用
す

る
目

的
で

市
外

か
ら

進
出

さ
れ

る
方

へ
の

追
加

の
負

担
の

検
討

 
★
 
市

域
全

体
の

面
積

に
占

め
る

固
定

資
産

税
の

課
税

面
積

の
割

合
 

 
（

他
都

市
比

較
）

 
★
 
マ

ン
シ

ョ
ン

・
ホ

テ
ル

が
増

え
た

時
代

に
ど

れ
ほ

ど
の

固
定

資
産

税
の

増
収

に
つ

な
が

っ
た

か
 

★
 
マ

ン
シ

ョ
ン

の
着

工
数

，
ダ

ブ
ル

イ
ン

カ
ム

層
の

増
加

と
個

人
市

民
税

の
関

係
［

追
加

］
 

★
 
独

自
の

自
主

財
源

に
つ

い
て

，
こ

れ
ま

で
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
検

討
し

て
き

て
，

ど
れ

だ
け

効
果

が
あ

っ
た

か
 

★
 イ

ン
バ

ウ
ン

ド
が

増
え

た
時

期
(
2
01
2-
20
19
)の

間
に

ど
れ

だ
け

観
光

客
が

増
加

し
，

個
人

・
法

人
・

固
定

の
税

収
増

加
に

つ
な

が
っ

た
か

 

 

横
井

委
員
 

★
 
下

水
道

事
業

の
平
成

2
4
年

の
包

括
外

部
監

査
の

指
摘

に
対

す
る

取
組

 
★
 
京

都
市

が
こ

れ
ま

で
進

め
て

き
た

行
財

政
改

革
 

○
 
単

年
度

の
投

資
的

経
費

の
削

減
だ

け
で

な
く

，
施

設
整

備
後

の
運

営
費

も
含

め
て

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
の

削
減

が
重

要
。

効
率

的
な

投
資

と
公

費
負

担
の

軽
減

の
た

め
に

民
間

活
力

の
活

用
を

含
め

て
ど

う
い

う
方

策
を

進
め

た
ら

よ
い

か
検

討
す

る
べ

き
 

★
 
市

の
保

有
資

産
の

台
帳

リ
ス

ト
 

 

 ○
 
固

定
資

産
税

の
超

過
課

税
の

可
否

の
検

討
 

○
 
国

に
対

す
る

地
方

交
付

税
等

の
要

望
 

○
 
京

都
の

ブ
ラ

ン
ド

を
活

用
す

る
目

的
で

市
外

か
ら

進
出

さ
れ

る
方

へ
の

追
加

の
負

担
の

検
討

 
★
 
平
成

1
6
年

8
月

の
税

制
研

究
会

報
告

書
の

提
案

内
容

に
つ

い
て

，
そ

の
後

，
ど

の
よ

う
な

取
組

を
進

め
て

き
た

か
 

  

 

※
１

 
各
委

員
か
ら

の
意
見
は

「
○

」
印

を
，
作

成
依
頼
の

あ
っ

た
資

料
は
「

★
」
印
を

付
し

て
い

る
。
 

※
２

 
★
の

資
料
は

，
そ
れ
ぞ

れ
の

内
容

を
議
論

す
る
回
に

向
け

て
作

成
し
，

提
出
す
る

予
定

。
な

お
，
下

線
の
資
料

は
今

回
(第

2
回
)
の

資
料
と

し
て

提
出

し
て
い

る
も
の
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